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対話における重要な4要素



対話に参加する個人レベルで見ると・・・

自分と自分の意見を切り
離して、まずは相手の意
見を聴く（傾聴）の教育・
訓練がどれだけなされて
いる？

揉めそうな問題には、
口をつぐんでおいたほ
うが得策？
自分が詳しくないテー
マについて意見を言う
のは怖い？

そもそも対話の場に
参加したくない？
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立教大学環境学部のフィールドスタディ１



フィールドスタディ 福島コースの概要



参加学生へのアンケート調査から

• 当事者（住民・作業員）の心境と生の声を聴きたい
• 原発作業員の現実を知りたい。
• コミュニティの分断と再生のプロセスを知りたい。

• 原発の内部と「放射線」の科学的な実態を知りたい。
• 放射線のリスクコミュニケーション手法を知りたい。

• 地域・産業・復興プロセスの「今と昔」を比較したい
• 15年間の変化と転換点は？
• 農林水産業への影響は？東北3県の違いは？

• 未来の防災・他地域へ活かす「教訓」にしたい。
（高知県、静岡県、石川県出身の参加者あり）



現地見学で期待している効果

除去土壌、廃炉、処理水
等、論争がある問題に対
してしっかりとした自分
の意見を持ち、自分の言
葉で表明することができ
る。

自分とは異なる意見が
あることを知る。
多様な意見の背景を理
解する。

福島の環境再生に向けて、自分が何
ができるかを考える。

→卒論、卒業プロジェクトにつなげる
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